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（仮称）余呉南越前第一・第二ウィンドファーム発電事業 環境影響評価準備書 

に対する福井県知事意見 

（仮称）余呉南越前第一・第二ウィンドファーム発電事業の事業実施区域お

よびその周辺は、林齢 100 年を超えるブナ林が広範囲に分布し、国内希少野生

動植物に指定されているクマタカの生息が 11 ペア確認されている。また、広大

なブナ林冠内には分布限界に生息・生育する動植物が多数確認されるとともに、

クマタカの複数のペアが隔年で繁殖に成功していることは餌資源の豊富さを示

しており、本地域の森林生態系が高い多様性と健全性を持つことを明らかにし

ている。このことから、個々の環境要素のみならず、全体を重要な自然環境の

まとまりの場として保全する必要がある地域である。 

 また、複数の場所に断層や地すべり地形が存在し、令和４年８月の集中豪雨

では土砂崩れ等の被害が至る所で発生しており、今後も土砂の流出や土砂災害

の発生が懸念される地域でもある。 

本事業は、こうした地域において、約 57 ヘクタールに及ぶ土地を改変し、20

キロメートルを超える道路を新設する計画であり、特に重要な自然度の高いブ

ナ林を大規模に伐採し、尾根部で分断する。さらに、約 74 万立方メートルの掘

削土のすべてを対象事業実施区域内で盛土造成に利用するとしている。 

 しかしながら、本環境影響評価準備書（以下、「準備書」という。）において

は、大規模に伐採するブナ林や生息・生育する重要な動植物についての調査・

予測・評価は、不十分かつ不適切である。 

特に、バードストライクの影響が課題となっている風力発電機を 39 基、幅５

キロメートルに渡って配置するにも関わらず、周辺で複数のペアの飛翔を確認

した広範な行動圏をもつイヌワシ、２年に一羽衝突すると予測したクマタカ、

コウノトリやハチクマをはじめとする大規模な渡りを観測した渡り鳥について

は、その影響を回避または低減する環境保全措置の検討・検証を十分行わない

まま、事後調査を主体とする対策に先送りしている。 

 また、複数の盛土造成地については、必要理由が乏しく、残土の処分が主目

的と考えざるを得ない。加えて、土砂流出対策についての記載はなく、地域住

民等への安全性に関する説明も十分になされていない。 

 これらのことから、事業の実施に伴う重大な影響を回避または極力低減する

ため、以下の事項に十分配慮し、事業計画等の抜本的な見直しを図る必要があ

る。また、この見直しにおいては、専門家等で構成する検討会を設置し、客観

性、透明性を確保することが重要である。 
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